
 

 

第３次総合計画策定に係るアウトリーチによる市民意見聴取 

（防 災 フェスタ  i n  にしとうきょうアンケート結 果 報 告 ）  

 

【実施概要】 

イベント名：防災フェスタ in にしとうきょう 

実 施 日：令和４年４月 24 日（日） 

内  容：イベント来場者に対し「防災」「まちづくり」に関する聞き取りアンケート調査を実施 

アンケート調査回答者数：110 人（市内在住 102 人、市外在住８人） 

 

【各設問に関する回答】 

 

Ⅰ 防災に関して 
 

問１：災害に対しての “そなえ” はしていますか？ 

   はい 85.5％（94 人）  いいえ 13.6％（15 人）  無回答 0.9％（１人） 

 

問２：災害発生時や防災全般に関して気になっていることはありますか？（複数回答可） 

      １.備蓄品 32 件       ２.避難所 28 件      ３.情報の取得 23 件  

４.家族等との連絡 44 件   ５.移動手段 20 件    ６.その他 8 件 

 

 

備蓄品

20.6%
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12.9%

その他

5.2%

（その他内容） 

・電気、水道インフラ関係 

・ペット 

・地震の発生予想 

・なし 
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Ⅱ 西東京市の “まちづくり” に関して （※アウトリーチ意見聴取 固定の質問） 
 

問３：西東京市のまちづくり（10 年後のまちの姿を想像する上）で重要な分野は。 

   （複数回答可） 

１.市民参加 12 件       ２.社会・平等 ６件      ３.行政運営 ６件  

４.子ども（教育含む）74 件  ５.文化芸術(ｽﾎﾟｰﾂ) ８件    ６.保健福祉 23 件 

７.環境 15 件         ８.まちづくり 22 件       9.産業･活力 14 件  

  10.その他 ４件 

 

 

問４：問３で選んだ分野の具体的な内容や１０年後、西東京市はどんなまちになっていてほしいか。 

※記述式 

 

【市民参加】 

・近所とのつながり（会話）が増えるまち。 

・コミュニティの重要性。行政だけでなく市民団体がまちづくりをけん引することができる、活躍でき

るまちになってほしい。 

・近所のコミュニティがしっかり形成されている。コミュニケーションが取れるまち。 

・町会・自治会へのサポートを増やしてほしい。 

・ボランティア活動について大人が参加できるイベントは多くあるが子どもが参加できるボランティ

ア活動が増えると良い。  

 

【行政運営】 

・市政に関する広報が少ない。以前住んでいた市は情報を取りに行かなくてもチラシや街頭演説等で

市の方向性を知ることができた。 

・市の各部署の横の繋がりがもっとあると市民も繋がりやすくなる。 
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・ICT や SNS を活かしたペーパーレスな情報発信。 

・市南部の行政サービスの向上。 

・旧保谷の側の住民に対する情報発信。 

・安定的な財政運営をしてほしい。 

 

【子ども（教育含む）】 

・待機児童対応。(2 件) 

・保育・幼稚園の補助金が増えてほしい。保育料の支払いがスムーズに簡単になってほしい。 

・子どもの教育に力を入れてほしい。 

・学校が自由に選べる。  

・小学校のトイレが汚い。直してほしい。 

・学校開放などで子どもや多くの市民が集まれるようにしてほしい。 

・小中学校の先生への教育（子どものことをもっと見てほしい）。 

・子どもが安心して暮らせるまち。子育てしやすいまち。 

・子どもが自由に遊べ、安心して過ごせる。 

・子どもたちが遊べる場所、イベントがほしい。コロナ禍での子どもの居場所に苦慮している。 

・子どもが珍しい病気で市外の病院に行っている。規模の大きい病院がほしい。 

・子どもの医療費無償化。 

 

【文化芸術(ｽﾎﾟｰﾂ)】 

・真夏日に体を動かせる施設が駅前にあるといい。 

・子ども向けのコンサートなどをやってほしい。 

・きれいな図書館がほしい。 

・様々なスポーツができる施設がほしい。 

 

【保健福祉】 

・健常者・障がい者が一緒に活動できる取組を支援してほしい。 

・低所得の方や障がい者の方が住みやすいまちづくり。 

・医療費がかからないようになってほしい。 

・どんな人でも受けられる福祉サービスの情報を受け取れるようにしてほしい。 

・高齢化に向けた対策として地域医療、在宅看護・介護の充実をしてほしい。 

・健康診断項目の充実。 

 

【環境】 

・リサイクルの強化。ものを再利用できるようになってほしい。 

・公園に関する意見（15 件） 

※公園の数を増やしてほしい、公園が狭いため広い公園を作ってほしい、遊具を増やしてほしい、ボ

―ル遊びができる公園になってほしい 

・子どもの遊ぶ場所の充実。 

【まちづくり】 

・広く安全な道路（通学路）を整備してほしい。（5 件） 



・暗い道には街灯を設置するなど防犯対策をしてほしい。（2 件） 

・東町の保谷駅周辺道路が狭く危ないため、電柱を埋めて通行しやすくしてほしい。 

・避難場所の地図が様々な場所にあるといい。 

・子どもが過ごしやすい安全なまち。 

・バスが使いやすくなってほしい。 

 

【産業･活力】 

・観光業に力を入れてまちに人を呼べるまち。 

・いいところ（神社・自然）は残して外から人を呼べるまち。 

・東伏見は飲食店が少ない。 

・区部くらい栄えてほしい。23 区に負けないようにしてほしい。 

・若者が増えて活気があるまち。 

・中心地だけでなく広く活力を感じることができるまちが望ましい。 

・田無駅の南口は栄えてきている。まち全体が活性化してほしい。 

・税収を上げるために企業を呼ぶ。 

・子育てしている人が地域で働ける場所があったら良い。 

 

【その他】 

・すでに良い市です。 

・子どもをはじめ今住んでいる市民が住み続けたいと思えるまち。 

・西東京市民であることを自慢できるようなまちになってほしい。 

・まちを超えた交流があるとよい。 

 

 

 


